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銀河系中心領域はガンマ線天文学における主要な観測対象の 1つである。主な放射起源は、大質量ブラックホー
ルである Sgr A* と周囲の物質の相互作用と考えられる。近年、銀河系中心からのガンマ線放射は、複数の発見
によって更にその注目度を増している。2008年に発見されたガス雲 G2 は、2013年頃に最接近しながら Sgr A*
近傍を通過した。ガンマ線ではこれに付随した増光の検出が期待されている。また H.E.S.S. 望遠鏡の観測結果
に基づくエネルギースペクトルからは、PeV (= 1015 eV) 程度のエネルギーにまで宇宙線が加速されていると
いう示唆が与えられた。Radio Arc 近傍からは、新たな超高エネルギーガンマ線源の検出が H.E.S.S., MAGIC,
VERITAS の各望遠鏡によって報告された。
MAGIC 望遠鏡は 50 GeV 以上の超高エネルギーガンマ線を観測する解像型大気チェレンコフ望遠鏡である。

我々は多年度に渡る MAGIC の観測プロジェクトとして銀河系中心領域の研究を進めている。本講演ではプロ
ジェクトの概要と現時点の観測結果を報告し、当該領域におけるガンマ線放射の物理的描像について議論する。


